
令和４年度地域包括ケアに携わる多職種合同研修会 

～「顔の見える関係」から「多職種協働」、そして「チーム北空知」へ～ 

第１回 ケア・カフェきたそらち 開催結果・評価 

項目 内   容 

１ 目 的 北空知における地域包括ケアシステムの構築を目指して、地域の保健・医療・介護・

福祉の関係機関・施設・事業所等において、患者や利用者、地域住民の支援に携わる

多職種の関係職員が一堂に会することが困難な状況にあっても、互いの役割を確認・

共有し、切れ目のない支援・サービスが提供される多職種連携の関係作りを構築する。 

２  期待す

る効果・成

果 

〇地域支援関係者、医療関係者等の多職種が情報交換・共有する関係性と環境が構築

される 

〇多職種の交流の場を運営する組織ができる 

３ 日 時 令和４年８月２３日（火）１８：００～１９：５８ 

４ 場 所 オンライン開催（ＺＯＯＭ） 

５ 内 容 （１）話題提供 

   「ストレスとアンガーマネジメント」 

   話題提供者 東が丘病院 精神科認定看護師 疋田 健氏 

（２）グループワーク 

   テーマ 「ストレスとアンガーマネジメント」 

   カフェマスター 北空知介護支援専門員連絡協議会 桑原 薫氏 

６ 出席者 医師１名、歯科医師 1名、歯科衛生士１名、薬剤師１名、看護職１０名、保健師８名、

介護支援専門員７名、介護福祉士３名、ヘルパー２名、社会福祉士４名、ソーシャル

ワーカー２名、リハビリ職４名、教員・学生８名、管理者５名、事務職３名 

      合計 ６０名 

７ 結 果 （１）話題提供内容 

〇自己紹介後、資料に基づき、「ストレスとアンガーマネジメント」をテーマに情報

提供をいただいた 

〇アンガーマネジメントとはいいつつも怒りの感情は必要であること、「こうあるべ

き」という思い込みが怒りに変わることなどが紹介された 

 

（２）グループワーク 

〇各 Chat1は９グループ、Chat2は 10グループ編成し、１グループ４～８人のラン

ダム編成とした 

 （ホストとカフェマスターの２名を除いてグループ編成） 

〇カフェ・マスターから進行方法と、自己紹介（氏名・所属・職種・コロナ禍での

ストレス解消法）について説明があった後に Chat１が開始され、休憩（５分）を

挟んで Chat２、全体会へと進行された 

〇各 Chatの開催時間（Chat１：３０分、Chat２：３０分）が設定され、時間になっ

たら全体へ戻ることから、集合研修時に見られる「会場の音で聞こえない」「話し

足りず、なかなか終わらない」という状況はなく、集中してそれぞれの Chat内で

時間通りに進行がされた 

〇参加者はオンラインでの会話や、端末の操作に慣れてきている様子。仕事や私生

活上のストレスと感情コントロールについて意見交換することができた。 

内容は「ハラスメントに気をつけている」「飲み会が無く同僚や上司のキャラク

ターを把握する場面がない」「嫌なことは次の日に持ち越さない」「人と接する機

会が減って笑うことが減った」「コロナで施設ではなく在宅の看取りが増え逆に本

人の意思が尊重され良いケースもあった」などの事例が紹介された 

〇カフェ・マスターの説明と全体のまとめがわかりやすく進行もスムーズだった 

 



【小部会で振り返り】 

 ○：達成できた  △：ほぼ達成・まあまあ良かったが課題あり ×：達成できていない・

良くなかった 

項目 内   容 

８ 評 価 

企

画 

〇地域の多職種連携の課題に即した企画だったか →「○」 

・どの職種、分野、年齢でも共通の話題だったので気軽に意見交換でき、タブレ

ット上でも顔の見える機会ができた 

 

〇テーマの選定 →「○」 

・わかりやすく身近な話題で、講義の内容も分かりやすく、実践しやすい内容で

良かった 

・話しやすいテーマだからか、いつもより発言が活発だったように思う 

 

〇周知方法 →「○」 

・回覧しやすいようメールで送付された 

・チラシの内容やデザインが良く分かりやすく、周知日程等も良かった 

・研修開催の約１ヶ月前に、109カ所の医療介護福祉関係機関・事業所へメール・

郵送。協議会構成員へもメールで案内され余裕をもって調整できた 

・各所属でチラシを回覧するなど、参加勧奨を行った 

 

〇会場の状況 →「○」 

・新型コロナ感染状況から ZOOMでの開催方法で良かった 

・背景・BGMも定着してきており、雰囲気作りができた 

プ

ロ

セ

ス 

〇小部会の打合せ・準備状況 →「○」 

・ＺＯＯＭ開催により、小部会３回（5/25、6/29、8/9）で内容を協議 

・当日に向けて、グループワークの進行方法や画面共有及びブレイクアウトルー

ム編成等について、これまでの経験を踏まえ効率的に確認ができた 

・話題提供に関する資料を事前に参加者へ配布することができた 

 

〇小部会のメンバーそれぞれの役割を遂行できたか →「△」 

・役割がなく参加のみだった委員がいたので次回から分担が必要。ブレイクアウ

トルームでは積極的な発言を意識して参加した 

・カフェマスターを委員から選出し、事務局、情報提供者が同じ会場から配信し

た 

・カフェマスター説明時のパワーポイント資料をめくるタイミングが合わず、事

前の打合せが必要だった。カフェマスターはケア・カフェの参加経験が多数ある

委員だったため、進行は全く問題なかったが、初担当の場合は事前打ち合わせ・

引継ぎのサポート体制が必要 
 

〇ねらった参加者の参加 →「○」 

・ねらった参加者についての議論ができていなかった 

・前回若年層の職員に参加してもらうことを目標としたが、学生の参加（６名）

があり若年層の声を聞く良い機会となった 

・アンケート回答率が悪く（３５人/６０人：５８．３％）、前回（３５人/４２

人：８３．３％）と比較すると３０ポイントも低かったため、次回はアンケート

記入してからの終了とするなどの対応が必要 

・参加者は、４０歳～５０歳代の出席が７４．３％を占めた。２０歳～３０歳代

の合計では前回と比較し減少したが、今回２０代の参加があった（５名：１４．

３％。アンケート回答のあった参加者の集計） 



プ

ロ

セ

ス 

・顔の見える関係を今後に引継いでいく上でさらに若年層の参加勧奨をすすめ

る必要がある 

・看護師の参加については話題提供者が施設内外で PRしていただいたことから

前回と比較し増えた 

結

果 

〇参加者数 →「△」 

・定員１００名としたが、参加は昨年より増え６０名となった 

・勤務市町別では、深川市３７名（６１．７％）、妹背牛町５名（８．３３％）、

秩父別町４名（６．７％）、北竜町６名（１０．０％）、沼田町６名（１０．０％）、

その他２名（３．３％）と、深川市が約半数を占めていた※ 

・委員等別では、協議会委員等が１７名（２８．３％）、小部会委員１１名（１

８．３％）、委員等以外３２名（５３．３％）と、委員等の関係者が半数以下だ

った※ 

・参加者のほとんど（７７．１％）が、職場から参加した 

・同じ職場から複数名の参加があった 

・今回初めて参加したのは８名で２２．９％（前回１７．１％）だった 

 

〇職種 →「○」 

・様々な職種の参加があった 

 

〇参加者の満足度 →「○」 

・アンケートから、楽しさ、有意義さ、役立ち共に満足度が高く、「話すことで

ストレスが発散できた」「多職種で話し合う事で気づくことができた」という肯

定的な記載があった 

・対面でないため最初は戸惑うが、最後は楽しく終わったという記載があり、今

後も参加したいかについては、「参加したい」が８８．６％だった 

・オンライン研修は、「便利でよい」が６５．１％だが、「操作が難しい」、「馴染

めない」が合わせて１１．７％あったが、前回、前々回と比較すると徐々に減少

しており、（前回１４．２％、前々回１６．６％）、オンライン研修が浸透してき

ていると思われる 

 

〇交流の場を手伝ってくれる人の確保ができたか →「×」 

・カフェマスターから当日改めて運営協力へのアナウンスがあったが、今回も質

問への回答はなかった 

・引き続き運営協力員の世代交代を視野に入れつつ取り組んでいく事が必要 

ま

と

め 

〇多職種連携をする上で、顔の見える関係性の構築とその継続が重要であり、ケ

ア・カフェはそれらを実現するとてもよいツールと考える。少しでも多くの人が

参加し「顔の見える関係」になって北空知での連携がよりスムーズに行われるよ

う、継続した取り組みが必要 

〇オンラインでは、他グループの様子や雰囲気がわからないため、チャット終了後

にグループ毎に発表することや、全体で話題を共有できるように発言を促すこ

と等、開催方法や時間配分の検討が必要 

〇オンライン研修は、かなり浸透してきているが、端末や通信環境から参加しづら

い場合も考えられ参加者への配慮が求められる 

〇「集まって話がしたかった」という意見は毎回あり、オンライン開催の強み（地

理、時間、季節）を生かしつつ、集合形式も一部取り入れたハイブリッド開催な

ど、状況に応じた開催方法を検討し、若年層や委員等以外の参加者が増えるよう

な取り組みが必要 
 
注：文末が「※」となっている文中の数値は申込名簿から使用。それ以外はアンケ

ートからの数値を使用 

 


